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注意：
全ての設問において思考と計算の過程を詳しく記述すること。記述が無い場合は減点すること。

問 1:

事象Aお起る確率 P(A)が 1
3
のベルヌイ試行を 10回行うとき、Aが 2回起る確率を求めよ。(3点)

Aが起らない確率は 2
3
。10回の試行を行い、そのうち事象Aのでる回数が、2回。それ以外は事象A

以外である。つまり、事象Aの組み合わせは、10C2、事象A以外の組み合わせは残りの 8C8となり、
それぞれの確率を掛け合わせると、

10C2×8C8× (1
3
)2(2

3
)8

= 1280
6561

∼= 0.19509221

よって、19.5％となる。
問 2:

白球がm個、赤球が n個ある。白球と赤球を混ぜて一列に並べるときの順列の数を求めよ。ただし、
白球どうしと赤球どうしはそれぞれの間で区別できないものとする。(3点)

m、nをそれぞれ区別をしたときの並びは、(m+n)!である。
区別をしない時は、その区別しないグループの階乗で除算しればよい。m、nともにあるので、m!、
n!で割ればよい。

よって、 (m+n)!
m!・n!

となる。
問 3:

次の関数 f(x)が確率密度関数となるように定数 aの値を定め、期待値を求めよ。(6点)

f(x) = ae−|2x| −∞ ≦ x ≦∞

連続な確率関数は、全区間で積分すると 1になるので、∫ ∞
−∞ f(x)dx

=
∫ ∞
−∞ ae−|2x|dx



=
∫ 0
−∞ ae2xdx +

∫ ∞
0 ae−2xdx

=a
∫ 0
−∞ e2xdx + a

∫ ∞
0 e−2xdx

=a
[

1
2
e2x

]0

−∞
+a

[
−1

2
e−2x

]∞
0

=1
2
a + 1

2
a

=a

よって、a=1となる。
E[X] =

∫ ∞
−∞ xW (x)dxより、

=
∫ ∞
−∞ xe−|2x|dx (a=1)

=
∫ 0
−∞ xe2xdx +

∫ ∞
0 xe−2xdx

=
[

1
2
xe2x

]0

−∞
−

∫ 0
−∞

1
2
e2xdx

+{
[
−1

2
xe−2x

]∞
0

+
∫ ∞
0

1
2
e−2xdx}

=−1
4

+ (−(1
4
)(−1)) = 0

よって、E[X] = 0となる。
問 4:

コイントスを 100回行ったところ、表が 64回でた。このコインはゆがみが無いと言えるか。(3点)

検定を行う。正確なコインならば表がでる確率は、1
2
である。なので、問題のコインの表のでる確率

を 1
2
と仮定する。

コインの確率は、離散的なもので、二項分布に従う。よって、平均と分散は、
平均: 二項分布 (nCxP

x(1 − P )n−x)より[
∂

∂(iϵ)
φ(ϵ)

]
ϵ=0

= np

分散: [
∂2

∂(iϵ)2
φ(ϵ)

]
ϵ=0

= n(n − 1)p2 + np

平均の結果より、分散 σ2 = n(n − 1)p2 + np − (np)2 = np(1 − p)

nが大きくなると、二項分布の振る舞いは、正規分布に従う。変数の標準化を行い、それに対応する
確率変数はZ = X−µ

σ
となる。

確率変数を、平均、分散の変数と対応させると、
Z = X−µ

σ
= X−np√

np(1−p)
より、問題文から

z =
64−100・1

2√
100・1

2
(1− 1

2
)

= 2.8

医学論文での有意水準は通常 0.05より (∗1) z=1.96

つまり、問題文の条件では、棄却域内であり、仮説は棄却される。
よって、コインはゆがみが無いと言えない。

参考文献 : (∗1)http : //www.nakayamashoten.co.jp/ebm/pdf/key0301.pdf


